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成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

乳用牛の育成については、初産種付け時期までの過度な発育が乳腺機能の低下を招くことか

ら、この間に発育速度を過度に高めず（日増体量が1,000ｇ以下）、初産分娩後体重530kg

以上を目標として育成することが、安全な分娩と乳生産性の向上につながるとされます。しか

し、初産妊娠後の発育速度、育成期間中の飼料給与方法（粗濃比等）の違いが及ぼす影響は明

確に基準が示されていません。このため、初産種付けまでの発育を日増体量950ｇ程度にして、

初産種付け後は発育速度を高めて、さらに粗濃比を変えて早期に初産分娩させる技術開発に取

り組みました。

【農林水産省委託プロジェクト研究「H18～21粗飼料多給による日
本型家畜飼養技術の開発」による成果です】

－イタリアンライグラス多給（配合飼料低減）及び
早期分娩（22ヶ月齢）育成技術を開発しました－

乳牛育成牛（体重200kg～分娩予定2ヶ月前）において、イタリアンライグラス多給（エネ

ルギー要求量の80％）の飼養管理で、高い発育（日増体量0.95kg）及び早期分娩（22ヶ月

齢）が可能となりました。また、分娩後の乳生産も問題なく、分娩後の飼料摂取量が高まる可

能性もありました。

ただし、自給飼料が低品質（CP10％以下）の状態で配合飼料を制限してしまうと、育成前

期に発育不良が生じるので、自給飼料の品質に注意する必要があります。

乳用育成牛への自給飼料の多給により分娩及び分娩後の乳生産に必要な増体を確保し、早期の

初産分娩が可能であることを実証したことは、本県酪農経営の自給粗飼料を活用した育成期の飼

養管理技術としての波及効果がきわめて高いと考えられ、配合飼料多給による繁殖性の低下防止、

輸入飼料への依存低下及び消費者の視線を意識した飼料自給率の高い乳生産に寄与できます。
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